
中部地方整備局 浸水想定区域図公表後のフォローアップ 

 昨年12月16日に公表した、想定最大規模の浸水想定区域図について、今後の各自治体
の避難計画の見直しや、ハザードマップ作成等に向け、公表後に寄せられた意見や課題を
共有するため、「浸水想定区域図担当者意見交換会」を開催した。 

●日時：平成29年1月18日 15:40～16:40 
●場所：富士山南東消防本部  
      3階会議室（三島市） 
●参加者：32名（沼津市、三島市、伊豆の国市、伊豆市、
長泉町、清水町、函南町、静岡県） ※自治体職員、消防団長等 

●議題 
 ・事務所ＨＰにて氾濫シミュレーションの公表について 
 ・最終データの提供について 
 ・各市町からの情報提供  
 ・各市町からの問題・議題等 

主な意見 
・早い自治体では、来年度にハザードマップを作成予定。 
・今回の浸水想定は、想定最大規模、計画規模、浸水継続時間、家屋倒壊等があり、ハ
ザードマップは土砂災害の被害区域も合わせて公表しているため、これらが合わさると分
かりづらくなってしまう。 
・国の管理区間外（県管理区間）の浸水想定と合わせてハザードマップを作成したい。 
・地元説明会での説明に協力して頂きたい。 
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